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れたが，一般に骨頭扇平，濃厚像を示す初期l乙於て
は，支帯，メタフィーシス両還流とも高度比障害さ
れ，その修復機転は病変部骨端軟骨板を介してメタ
フィーシス血管，頚部支帯血管との交通により行な
われている。叉大腿動脈よりの動脈撮影により，少
数の経験ではあるが骨頭主栄養血管である上支帯動
脈に由来する動脈性血行障害が観察され，乙れ等の
知見l乙基づき，家兎の支帯血管結業実験を行ない，
ペノレテス病類似の骨頭変形の発現を認めた。
以上の諸知見よりペノレテス病が血行障害に基因す
ることを明らかにし，大腿骨々頭血管の解剖的特異
構成，ペルテス病患者の一般検査所見よりその発生
機序に 2，3の考察を加えた。 
23) 整形外科領域における理学的ならびに薬物学
的療法の電気生理学的研究
千大整形。河野保久，富田 裕
石田三郎，斎藤篤
千大大学院立岩正孝，大井利夫
整形外科領域に於ては，麻痔性疾患に対する理学
的，薬物学的療法は一つの重要な分野を占めてい
る。我々はかねてより，誘発筋電図学的な観点Iζ立
って神経筋系iζ対する研究を行なって来たが，今回
は筋萎縮性麻痔性疾患における治療法について便宜
上，理学的療法と薬物学的療法に分けて，電気生理 
25) 悪性骨腫蕩に対する Radiostrontium(85Sr) 
の診断的応用(第3報〉
千大大学院西川侃介 
R. 1.の臨床的応用として我々は骨ミネラルとし
ての Caと類似の 85訟を用いて悪性骨腫蕩へのと
りこみを探索している。その手段として末だ報告の
ないLinear及び Area Scanningを用いて体内
における Isotopeの動的かつ量的変化を連続的に
記録することに成功している。
しかし組織所見と Scanningによるとり込みの
相関l性についてはまだL、ろいろと検討すべき余地が
残されている。
今後とも基礎的研究，装置の改善と共に症例を重
ねて悪性骨腫蕩の早期診断に役立てたいと思う。 
26) ベリリウム腫蕩発生経過 

(実験骨腫蕩の研究中間報告)

千大大学院平山 守

発癌性の化学物質は可成りの数が発見され，動物
実験でその有害性が確められているが，近来化学工
業で脚光を浴びて来た Be-Compoundも叉家兎に
対して発癌性を有する。 1946年 Gardner& Hesli-
ngtonらは兎耳静脈ICBeO，ZnBeSil04を注入し， 
Osteogenic Sarcomaの発生を見たが， 私は兎大
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2) 麻痔筋lζ対しては，治療導子の温熱作用と極
作用を期待して， 15cJs~120 cJsの陽極関上通流
を行なう事が望ましい。 
3) 神経筋接合部応対する支配神経を介しての強
縮刺激の治療的効果の可能性を認めた。 
4) ワゴスチグミン，ガランタミンの作用機序及
びその量的関係について筋張力を指標として観察
し，後者は前者に比して，効果の持続時聞が長い事
を確認した。叉 ATPとの協力作用を認め， 併用
投与の利点を実証した。 
24) 教室における骨腫蕩の血管造影について
千大整形中島 宏
(抄録未提出〉 
27) 1) 所謂OstisCondensans iIeiの2例 
2) 非定型的脊椎分離症の 1例
羽津病院整形石田三郎
外科北村太郎 
1) 1例目は 28才，家婦で主訴腰痛，妊娠・分授
に関係ある OstitisCondensans i1eiで2例目は 34
才，家婦で主訴腰痛，妊娠分授に関係なく偶然発見
されたものである。我々は先人の記載に従いそのレ
線像の特異性は肯定するが腰痛との関係，成固，組
織学的探索等についてなお多く考究されるべきだと
思う。 
2) 37才，男で，長期腰痛に悩みレ線像で第 1腰
椎右椎弓部に滑らかな辺縁を持つ椎弓裂隙を持ちな
おかつ同椎骨左側横突起に骨端核存続を有する例を
経験し，脊椎分離症との類似により，非定型的脊椎
分離症とした。レ線的検索により他の腰痛の原因が
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認められず， ζの裂隙そのものが腰痛の原因である
と推定された。 6カ月後のレ線像に変化見ず，保
存的療法は奏効しなかった。なお  ζの症例は， G. 
exnerの分類による retroisthmisch K属する。 
28) 肘関節部に発生した興味ある腫癌の経験

吉原病院整形鈴木正己 

約 5年前，原因なく右肘関節伸側l乙発生し他院I乙
て別出術を行ない，当科にて全易U出を行った小児手
拳大腫癌を経験し， その組織学所見にては， 線維
腫，叉は線維肉腫の像を呈した。術後経過は良好に
して，肉腫様変化が認められたので，切断をすすめ
たが，拒否したので， レントゲン照射を施行， 8カ
月間の観察の結果，再発を見なかった。
併し本例は，その発生部位が，関節構成体と思わ
れ，滑液膜腫との文献的考察を行ない，非定型的な
良性滑液膜腫との考え方も存在する予地があると思
われた。 
29) 内軟骨腫の 2症例 

市立川崎病院整形外科井幡 宏

単発性肉軟管腫は， 日常の診療でときどきみられ
る良性の骨腫療であるが最近乙の 2例を経験した。 
2例共，女性に発生し，中年以後の年令である。発
生部位は手指骨lとみられる。治療は腫湯部の掻隈術
を十分l乙施行した後，骨欠損部K対し移植骨に賦形
を与え，これに敵め込む。 1年の経過観察では移植
骨の境界は不明となり，完全な生着をみた。叉，手
ナ旨の運動制限も認められない。
移植骨の生着及び指の機能i乙対し好結果をみたの
で報告する。 
30) Osteopoikilosis様症候を呈した  1症例につ
いて
高石外科病院。高石 敏高石 寿 
18才女子の患者で，左足部捻挫後遺症の主訴で来
:院した症例で， レントゲン検査により全身諸々の骨
に所謂 Osteopoiki1oseを呈していた像を発見し，
更に諸検査の結果， 同症を診断し得た。本症は  
A1bers~schänberg により 1915年に記載されてか
ら，欧米では多数の報告があるが，本邦では，松尾
氏等数氏の発表により拾数例を見るにすぎない。乙
れは本症が，多くは無症状l乙過ぎる例が多く，血液
像や代謝に異常がない為と思われる。成因及び治療
:法は未だ確定的のものがない様である。
31) 中手骨多発性 FibrousDysplasiaに対する
デュラボリン剤(蛋白同化ホル宅ン)使用に
よる臨床経過の検討
塩谷病院整形岡野 正 
45才の男子iとして，外傷約 1カ月後を経て底痛，
腫脹を生じ，中指，環指，の中手骨及び有頭骨l乙多
発性に認められた FibrousDysp1asia R.対し，窒
素及び Ca蓄積能の高度なる蛋白同化ホルモン剤， 
Durabolinを使用し， 主として， X線像による臨
床経過を観察した。
その結果， Durabolin剤使用後， 4---5カ月迄は
臨床的， X線的，病像にきして変化を認めなかった
が， 7---8ヵ月日頃より， 病巣部(多発巣)に著明
な骨修復改善像と共Ir.，臨床的好転が見られ，同時 
l乙，全身状態に対する副作用の認められない事実に
反し，筋力の増加と共に，体重等の増加を見，その
有効性を認めると共Ir.，その臨床経過につき検討報
告した。 
32) 肘関節部に発生せるグロームス腫蕩の 1例

浦賀船渠病院整形坂巻 惜

正常皮膚真皮層応分布する特殊な動静脈吻合器管
である皮膚グロームスより発生する腫癌は  1924年 
Massonの詳細な記載以来，知られているが， 最
近，肘関節部に発生し，臨床的，組織学的に典型像
をとった本腫療を経験した。
症例:65才男， 30数年来肘頭部皮下に有痛性小
腫癌あり，最近  10年来之氏触れると左第  4指より
頚宮に向い放散する電繋様広痛の為，屡々作業不能
となる。
自発痛，叉天候，気温による増悪は明かでない。 
ー
肘頭部皮膚真皮層に 15mmx 5mm x 3mm，暗赤
色色調の血管腫様柔軟な腫癌を認め別出，組織学的
には Angiomatりs Ir.増殖した管腔と之をとりかこ
む typischな G10m us. zel1enの geschwu1star-
tige wucherungを認める，極めて typischなグ
ロームス腫蕩であった。
術後経過は全く良好で術後 2年の今日再発をみて
いない。 
33) 巨大なる腐骨劉出を行なわねばならなかった
左大腿骨々膜骨髄炎の 1例
青木医院青木 淳 
K 氏釘使用によって内感染症を生じ， K 氏釘
抜去後約 9カ月で骨膜骨髄炎の反応骨  lζ よって
